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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】従来のダンボール製のボディシールドやダンボ

ール製の壁構造と比較して、形状保持性、折り曲げ角度

保持性を飛躍的に向上させることができるボディシール

ドを提供する。

【解決手段】正面部と、正面部に対して側面となる方向

に折り曲げが可能な側面部１２０Ｌ、１２０Ｒとを有す

る上板１００と、正面部と、正面部に対して側面となる

方向に折り曲げが可能な側面部２２０Ｌ、２２０Ｒとを

有する下板２００と、を備え、上板及び下板の両側面部

が側面となる方向に折り曲げられた状態で、上板の下部

接合領域１３０と、下板の上部接合領域２３０とが重な

り合って接合されて構成されている、ボディシールドで

ある。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 側 面 部 と を 有 す る 上

板 と 、

　 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 側 面 部 と を 有 す る 下

板 と 、

を 備 え 、

　 前 記 上 板 及 び 前 記 下 板 の 両 側 面 部 が 前 記 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記

上 板 の 下 部 接 合 領 域 と 、 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 と が 重 な り 合 っ て 接 合 さ れ て 構 成 さ れ て

い る 、

ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 上 板 及 び 前 記 下 板 は 、 ダ ン ボ ー ル 製 で 構 成 さ れ た 、

請 求 項 １ に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 上 板 は 、 折 り 曲 げ ら れ て い な い 状 態 で 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、

前 記 下 板 は 、 折 り 曲 げ ら れ て い な い 状 態 で 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、

前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 の 台 形 と 、 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 の 台 形 と は 合 同 又 は 略 合 同 で

あ る 、

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 上 板 の 正 面 部 に は 、 視 認 す る た め の 窓 用 開 口 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 左 右 腕 を 挿

通 す る た め の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る 、

　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 窓 用 開 口 部 に は 、 当 該 窓 用 開 口 部 を 覆 う 透 明 板 が 貼 着 さ れ る と と も に 、 前 記 左 右 腕

挿 通 用 開 口 部 に は 、 左 右 グ ロ ー ブ の 根 元 が 装 着 さ れ て い る 、

　 請 求 項 ４ に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 に は 、 左 右 グ ロ ー ブ の 根 元 が 装 着 さ れ た 紙 管 が 嵌 め 入 れ ら れ る 、

　 請 求 項 ５ に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 は 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に 形

成 さ れ て い る 、

請 求 項 ４ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に は 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の

複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ て い る 、

請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 ９ 】

　 左 右 腕 を 挿 通 す る た め の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 が 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板

の 上 部 接 合 領 域 に 形 成 さ れ 、

接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 を 囲 む よ

う に 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 接 合 領 域 に 形 成 さ れ て い る 、

請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 １ ０ 】

前 記 下 板 の 側 面 部 の 底 面 側 に 、 固 定 部 材 を 挿 通 す る た め の 固 定 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ て

い る 、

請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 。

【 請 求 項 １ １ 】
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　 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 側 面 部 と を 有 す る ダ

ン ボ ー ル 製 の 上 板 と 、

　 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 側 面 部 と を 有 す る ダ

ン ボ ー ル 製 の 下 板 と 、

を 含 む ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト で あ っ て 、

　 前 記 上 板 の 正 面 部 に は 、 視 認 す る た め の 窓 用 開 口 部 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に は 、 左 右 腕 を 挿 通 す る た め の 左

右 腕 挿 通 用 開 口 部 が 形 成 さ れ 、

前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に は 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複

数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 を 囲 む よ う に 、 形 成 さ れ て い る 、

ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 上 板 は 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、

前 記 下 板 は 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、

前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 の 台 形 と 、 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 の 台 形 と は 合 同 又 は 略 合 同 で

あ る 、

　 請 求 項 １ １ に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 下 板 の 側 面 部 の 底 面 側 に 、 固 定 部 材 を 挿 通 す る た め の 固 定 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ

て い る 、

請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 左 右 端 部 に 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ た 正 面 部 接

合 可 能 領 域 を 有 す る 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 で 、

前 記 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ た 側 面 部 接 合 可 能 領 域 を 有 す る 側 面 部 と 、 を 備 え

て 、 平 板 状 に 構 成 さ れ た 基 本 ユ ニ ッ ト を 、 互 い に 接 合 し て 構 成 さ れ た 壁 構 造 で あ っ て 、

　 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 及 び 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 が そ れ ぞ れ 側 面 と な る 方

向 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 接 合 可 能 領 域 と 、 前 記 他 方

の 基 本 ユ ニ ッ ト の 正 面 部 接 合 可 能 領 域 と が 重 な り 合 っ て 前 記 接 合 部 材 に よ っ て 接 合 さ れ て

い る と 共 に 、 前 記 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 正 面 部 接 合 可 能 領 域 と 、 前 記 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト

の 側 面 部 接 合 可 能 領 域 と が 重 な り 合 っ て 前 記 接 合 部 材 に よ っ て 接 合 さ れ て 、 コ ー ナ 部 が 構

成 さ れ て い る 、

壁 構 造 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 基 本 ユ ニ ッ ト の 正 面 部 に は 、 片 開 き ド ア の 形 状 に 沿 っ た 切 込 み が 厚 さ 方 向 に 貫 通 す

る よ う に 形 成 さ れ て い る 、

請 求 項 １ ４ に 記 載 の 壁 構 造 。

【 請 求 項 １ ６ 】

左 右 端 部 に 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ た 正 面 部 接 合

可 能 領 域 を 有 す る 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 で 、 前

記 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ た 側 面 部 接 合 可 能 領 域 を 有 す る 側 面 部 と 、 を 備 え て

、 平 板 状 に 構 成 さ れ た 壁 構 造 の 基 本 ユ ニ ッ ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 人 間 の 身 体 を 有 害 な 飛 沫 等 か ら 防 護 す る た め の ボ デ ィ シ ー ル ド 及 び そ の 組 立

て キ ッ ト 並 び に 更 衣 室 、 ト イ レ 、 居 室 等 の 部 屋 の 壁 、 仕 切 り 壁 の 構 造 及 び そ の 基 本 ユ ニ ッ

ト に 関 し 、 特 に 、 形 状 保 持 性 、 折 り 曲 げ 角 度 保 持 性 に 優 れ た ダ ン ボ ー ル 製 の 構 造 物 と そ の

組 立 て キ ッ ト 、 基 本 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 の ダ ン ボ ー ル 製 の ボ デ ィ シ ー ル ド は 、 下 記 非 特 許 文 献 １ に 示 す ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ

れ た も の が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

こ の 従 来 の ボ デ ィ シ ー ル ド は 、 人 間 が 隠 れ る 程 度 の 高 さ の ダ ン ボ ー ル の 左 右 側 面 を 内 側 に

折 り 曲 げ て 立 設 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

ま た 、 災 害 時 の 避 難 所 等 で 使 用 さ れ る 簡 易 的 な 部 屋 の 壁 、 仕 切 の 壁 に は 、 ダ ン ボ ー ル が 使

用 さ れ る こ と が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 株 式 会 社 ス タ ー ボ ー ル 、 ＂ ス タ ー ボ ー ル シ ー ル ド ＂ 、 ２ ０ ２ ０ 年 ６ 月 １

日 検 索 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ URL： https://starball-inc.com/star-ball-shield＞

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 従 来 の ダ ン ボ ー ル 製 の ボ デ ィ シ ー ル ド や ダ ン ボ ー ル 製 の 壁 と 比 較 し て 、 形 状

保 持 性 、 折 り 曲 げ 角 度 保 持 性 を 向 上 さ せ る こ と を 課 題 と す る 。 ま た コ ン パ ク ト な 部 材 で 構

成 し て 搬 送 を 容 易 に す る こ と を 課 題 と す る 。 ま た 組 み 立 て 前 の 部 材 の 備 蓄 に 場 所 を 取 ら な

い よ う に す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 第 １ の 態 様 は 、 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 側 面

部 と を 有 す る 上 板 と 、 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な

側 面 部 と を 有 す る 下 板 と 、 を 備 え 、 　 前 記 上 板 及 び 前 記 下 板 の 両 側 面 部 が 前 記 側 面 と な る

方 向 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 と 、 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 と が

重 な り 合 っ て 接 合 さ れ て 構 成 さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に お い て 、 前 記 上 板 及 び 前 記 下 板 は 、 ダ ン ボ ー ル 製 で 構 成 さ れ

た 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

第 ３ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 又 は 第 ２ の 態 様 に お い て 、 前 記 上 板 は 、 折 り 曲 げ ら れ て い な い

状 態 で 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 下 板 は 、 折 り 曲 げ ら れ て い な い 状 態 で 、 正

面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 の 台 形 と 、 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領

域 の 台 形 と は 合 同 又 は 略 合 同 で あ る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

第 ４ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 か ら 第 ３ の 態 様 に お い て 、 前 記 上 板 の 正 面 部 に は 、 視 認 す る た

め の 窓 用 開 口 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 左 右 腕 を 挿 通 す る た め の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 が 形

成 さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

第 ５ の 態 様 は 、 第 ４ の 態 様 に お い て 、 前 記 窓 用 開 口 部 に は 、 当 該 窓 用 開 口 部 を 覆 う 透 明 板

が 貼 着 さ れ る と と も に 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 に は 、 左 右 グ ロ ー ブ の 根 元 が 装 着 さ れ て

い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

第 ６ の 態 様 は 、 第 ５ の 態 様 に お い て 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 に は 、 左 右 グ ロ ー ブ の 根 元

が 装 着 さ れ た 紙 管 が 嵌 め 入 れ ら れ る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

第 ７ の 態 様 は 、 第 ４ の 態 様 か ら 第 ６ の 態 様 に お い て 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 は 、 前 記 上

板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に 形 成 さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る
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。

【 ０ ０ １ ４ 】

第 ８ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 か ら 第 ７ の 態 様 に お い て 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下

板 の 上 部 接 合 領 域 に は 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ て

い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

第 ９ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 か ら 第 ８ の 態 様 に お い て 、 左 右 腕 を 挿 通 す る た め の 左 右 腕 挿 通

用 開 口 部 が 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に 形 成 さ れ 、 接 合 部 材

を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 を 囲 む よ う に 、 前

記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 接 合 領 域 に 形 成 さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

第 １ ０ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 か ら 第 ９ の 態 様 に お い て 、 前 記 下 板 の 側 面 部 の 底 面 側 に 、 固

定 部 材 を 挿 通 す る た め の 固 定 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

第 １ １ の 態 様 は 、 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 側 面

部 と を 有 す る ダ ン ボ ー ル 製 の 上 板 と 、 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折

り 曲 げ が 可 能 な 側 面 部 と を 有 す る ダ ン ボ ー ル 製 の 下 板 と 、 を 含 む ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ

ト で あ っ て 、 前 記 上 板 の 正 面 部 に は 、 視 認 す る た め の 窓 用 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 板 の

下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に は 、 左 右 腕 を 挿 通 す る た め の 左 右 腕 挿 通 用 開

口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 及 び 前 記 下 板 の 上 部 接 合 領 域 に は 、 接 合 部 材 を

挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 、 前 記 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 を 囲 む よ う に 、 形 成

さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

第 １ ２ の 態 様 は 、 第 １ １ の 態 様 に お い て 、 前 記 上 板 は 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、

前 記 下 板 は 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 上 板 の 下 部 接 合 領 域 の 台 形 と 、 前 記 下

板 の 上 部 接 合 領 域 の 台 形 と は 合 同 又 は 略 合 同 で あ る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

第 １ ３ の 態 様 は 、 第 １ １ の 態 様 又 は 第 １ ２ の 態 様 に お い て 、 前 記 下 板 の 側 面 部 の 底 面 側 に

、 固 定 部 材 を 挿 通 す る た め の 固 定 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ て い る 、 ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ

ッ ト で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

第 １ ４ の 態 様 は 、 左 右 端 部 に 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成

さ れ た 正 面 部 接 合 可 能 領 域 を 有 す る 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り

曲 げ が 可 能 で 、 前 記 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ た 側 面 部 接 合 可 能 領 域 を 有 す る 側

面 部 と 、 を 備 え て 、 平 板 状 に 構 成 さ れ た 基 本 ユ ニ ッ ト を 、 互 い に 接 合 し て 構 成 さ れ た 壁 構

造 で あ っ て 、 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 及 び 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 が そ れ ぞ れ 側

面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 接 合 可 能 領 域 と

、 前 記 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 正 面 部 接 合 可 能 領 域 と が 重 な り 合 っ て 前 記 接 合 部 材 に よ っ て

接 合 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 正 面 部 接 合 可 能 領 域 と 、 前 記 他 方 の 基

本 ユ ニ ッ ト の 側 面 部 接 合 可 能 領 域 と が 重 な り 合 っ て 前 記 接 合 部 材 に よ っ て 接 合 さ れ て 、 コ

ー ナ 部 が 構 成 さ れ て い る 、 壁 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

第 １ ５ の 態 様 は 、 第 １ ４ の 態 様 に お い て 、 前 記 基 本 ユ ニ ッ ト の 正 面 部 に は 、 片 開 き ド ア の

形 状 に 沿 っ た 切 込 み が 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、 壁 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

第 １ ６ の 態 様 は 、 左 右 端 部 に 、 接 合 部 材 を 挿 通 す る た め の 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成

さ れ た 正 面 部 接 合 可 能 領 域 を 有 す る 正 面 部 と 、 当 該 正 面 部 に 対 し て 側 面 と な る 方 向 に 折 り

曲 げ が 可 能 で 、 前 記 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 が 形 成 さ れ た 側 面 部 接 合 可 能 領 域 を 有 す る 側

面 部 と 、 を 備 え て 、 平 板 状 に 構 成 さ れ た 壁 構 造 の 基 本 ユ ニ ッ ト で あ る 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 第 １ の 態 様 か ら 第 １ ３ の 態 様 に よ れ ば 、 従 来 の ダ ン ボ ー ル 製 の ボ デ ィ シ ー ル ド と 比 較 し

て 、 形 状 保 持 性 、 折 り 曲 げ 角 度 保 持 性 が 向 上 す る 。 ま た コ ン パ ク ト な 部 材 で 構 成 さ れ て い

る た め 搬 送 が 容 易 に な る 。 ま た 組 み 立 て 前 の 部 材 の 備 蓄 に 場 所 を 取 ら な い よ う に す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 特 に 第 ７ の 態 様 、 第 ９ の 態 様 、 第 １ １ の 態 様 、 第 １ ２ の 態 様 、 第 １ ３ の 態 様 に よ れ ば 、

左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 の 周 囲 が 、 上 板 と 下 板 を 重 ね て 接 合 さ れ て い る た め 、 左 右 の 腕 が 挿 通

す る 箇 所 の 剛 性 が 高 ま り 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

第 １ ４ の 態 様 か ら 第 １ ６ の 態 様 に よ れ ば 、 従 来 の ダ ン ボ ー ル 製 の 壁 構 造 と 比 較 し て 、 形 状

保 持 性 、 折 り 曲 げ 角 度 保 持 性 が 向 上 す る 。 ま た コ ン パ ク ト な 部 材 で 構 成 さ れ て い る た め 搬

送 が 容 易 に な る 。 ま た 組 み 立 て 前 の 部 材 の 備 蓄 に 場 所 を 取 ら な い よ う に す る こ と が で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド を 組 立 て る た め の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト

の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト を 組 み 立 て る 手 順 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト を 組 み 立 て て 完 成 し た ボ デ ィ シ ー ル ド を 示 す

図 で あ る 。

【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 接 合 部 材 を 接 合 部 材 挿 通 用 孔 に 挿 通 し て 上 板 が 下 板 に 固 定 さ れ る 様

子 を 説 明 す る 部 分 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド の 断 面 図 で 、 上 板 と 下 板 が 折 り 曲 げ ら れ

た 状 態 で 上 板 が 下 板 に 重 ね 合 わ さ れ 、 上 板 と 下 板 が 接 合 部 材 に よ っ て 接 合 さ れ た 様 子 を 示

す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 左 右 グ ロ ー ブ が 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 に 装 着 さ れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ

る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド を 内 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド を 外 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 実 施 形 態 の 壁 構 造 を 組 立 て る た め に 用 い ら れ る 壁 構 造 の 基 本 ユ ニ ッ ト の

構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 実 施 形 態 の 壁 構 造 を 組 立 て る た め に 用 い ら れ る 壁 構 造 の 基 本 ユ ニ ッ ト の

構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 実 施 形 態 の 壁 構 造 を 組 立 て る た め に 用 い ら れ る 壁 構 造 の 基 本 ユ ニ ッ

ト の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 実 施 形 態 の 壁 構 造 の コ ー ナ 部 の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 実 施 形 態 の 壁 構 造 の コ ー ナ 部 の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 接 合 部 材 を 接 合 部 材 挿 通 用 孔 に 挿 通 し て 両 基 本 ユ ニ ッ ト が 固 定 さ れ

る 様 子 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト を 用 い て 組 み 立 て ら れ た 小 部 屋 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト を 用 い て 組 み 立 て ら れ た ト イ レ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト を 用 い て 組 み 立 て ら れ た 更 衣 室 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト を 用 い て 組 み 立 て ら れ た 仕 切 り 壁 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト を 用 い て 組 み 立 て ら れ た 仕 切 り 壁 を 示 す 斜 視 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る ボ デ ィ シ ー ル ド 及 び ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 て キ ッ ト の

実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

（ ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 て キ ッ ト ）

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 １ は 、 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 組 立 て る た め の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト の 構

成 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト は 、 大 き く は 、 ダ ン ボ ー ル 製 の 上 板 １ ０ ０ と 、 上 板 １ ０

０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ に 接 合 さ れ る ダ ン ボ ー ル 製 の 下 板 ２ ０ ０ と 、 上 板 １ ０ ０ の 窓 用 開

口 部 １ ５ ０ に 貼 着 さ れ る 透 明 板 ５ ０ と 、 上 板 １ ０ ０ 及 び 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部

６ ０ L、 ６ ０ Rに 嵌 め 入 れ ら れ る 紙 管 ６ ０ と 、 上 板 １ ０ ０ 及 び 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 腕 挿 通 用 開

口 部 ６ ０ L、 ６ ０ Rに 紙 管 ６ ０ を 介 し て 根 元 が 装 着 さ れ る 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rと 、 上

板 １ ０ ０ 及 び 下 板 ２ ０ ０ の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ３ ７ ０ に 挿 通 さ れ る 接 合 部 材 ７ ０ と を 含 ん で

構 成 さ れ る 。 な お 図 １ に お い て 図 中 の 上 下 方 向 が ダ ン ボ ー ル の 波 目 方 向 、 つ ま り 内 部 の 波

板 状 の 中 芯 が 形 成 さ れ て い く 流 れ 方 向 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

上 板 １ ０ ０ 、 下 板 ２ ０ ０ の 材 料 と し て は 強 度 が 高 い 強 化 ダ ン ボ ー ル を 用 い る こ と が 望 ま し

い 。 ま た 消 毒 液 に よ っ て 消 毒 す る こ と が 必 要 な 用 途 で は 撥 水 性 の 高 い ダ ン ボ ー ル を 用 い る

こ と が 望 ま し い 。 透 明 板 ５ ０ は 例 え ば 厚 さ ３ ｍ ｍ の 透 明 の ア ク リ ル 板 で あ る 。 紙 管 ６ ０ は

例 え ば 内 径 ２ ０ ０ ｍ ｍ の 紙 管 で あ る 。 接 合 部 材 ７ ０ は 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク （ 樹 脂 ） 製 の オ

ス 部 材 ７ １ 、 メ ス 部 材 ７ ２ か ら な る 留 め 具 （ リ ベ ッ ト ） が 使 用 さ れ る 。 例 え ば 図 ４ Ａ の 断

面 図 に 示 す よ う に 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ３ ７ ０ に メ ス 部 材 ７ ２ を 挿 通 さ せ 、 メ ス 部 材 ７ ２ に オ

ス 部 材 ７ １ を 押 し 込 み 嵌 め 入 れ る こ と で メ ス 部 材 ７ ２ の 脚 部 ７ ２ Aが メ ス 部 材 ７ ２ の 径 方

向 の 外 方 に 開 き 、 上 板 １ ０ ０ を 下 板 ２ ０ ０ に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rは 例 え ば ゴ ム 製 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

こ の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト を 組 み 立 て て 完 成 さ せ た ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 図 ３ に 示 す 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

図 ３ に お い て 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 高 さ Hは １ ９ ０ ｃ ｍ 、 幅 U Wは ９ ０ ｃ ｍ 、 奥 行 き LDは ７

０ ｃ ｍ 、 正 面 の 幅 L Wは ６ ０ ｃ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

こ れ に 対 し て ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト の 梱 包 サ イ ズ は 、 縦 １ １ ７ ｃ ｍ 、 横 １ ２ ９ ｃ ｍ 、

厚 さ １ ２ ｃ ｍ に 収 ま る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

こ の よ う に 本 実 施 形 態 の デ ィ シ ー ル ド 組 立 キ ッ ト は 、 コ ン パ ク ト な 部 材 で 構 成 さ れ て い る

た め 搬 送 が 容 易 に な る 。 ま た 組 み 立 て 前 の 部 材 の 備 蓄 に 場 所 を 取 ら な い と い う 利 点 が あ る

。

【 ０ ０ ３ ７ 】

図 １ に 戻 り 、 上 板 １ ０ ０ は 、 正 面 部 １ １ ０ と 、 こ の 正 面 部 １ １ ０ に 対 し て 左 右 側 面 と な る

方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 左 右 側 面 部 １ ２ ０ L、 １ ２ ０ Rと を 有 す る 。 下 板 ２ ０ ０ は 、 正 面 部

２ １ ０ と 、 こ の 正 面 部 ２ １ ０ に 対 し て 左 右 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ が 可 能 な 左 右 側 面 部

２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ Rと を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

上 板 １ ０ ０ に は 、 左 右 側 面 部 １ ２ ０ L、 １ ２ ０ Rを 、 正 面 部 １ １ ０ に 対 し て 左 右 側 面 と な る

方 向 に 折 り 曲 げ を 可 能 な ら し め る た め の 折 れ 線 １ ２ １ L、 １ ２ １ Rが 形 成 さ れ て い る 。 同 様

に 下 板 ２ ０ ０ に は 、 左 右 側 面 部 ２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ Rを 、 正 面 部 ２ １ ０ に 対 し て 左 右 側 面 と な

る 方 向 に 折 り 曲 げ を 可 能 な ら し め る た め の 折 れ 線 ２ ２ １ L、 ２ ２ １ Rが 形 成 さ れ て い る 。 容

易 に 折 り 曲 げ を 可 能 と す る た め に 、 図 中 破 線 に 沿 っ て 、 断 面 が V字 に カ ッ ト さ れ た 切 込 み
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が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

上 板 １ ０ ０ の 正 面 部 １ １ ０ に は 、 視 認 す る た め の 窓 用 開 口 部 １ ５ ０ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ （ 図 中 の 表 面 で あ り ハ ッ チ ン グ で 示 す ） の 周 囲 に は 、 複

数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ は 例 え ば １ ４ 個

形 成 さ れ て い る 。 下 板 ２ ０ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ （ 図 中 の 裏 面 で あ る ） は 上 板 １ ０ ０ の

下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ に 接 合 さ れ る 領 域 で あ る 。 下 板 ２ １ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ の 周 囲 に

は 、 複 数 の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ２ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ２ ７ ０ は 例 え ば

１ ４ 個 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

上 板 １ ０ ０ の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ と 下 板 ２ ０ ０ の 対 応 す る 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ２ ７ ０ は

、 同 径 で あ る 。 上 板 １ ０ ０ の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ と 下 板 ２ ０ ０ の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ２

７ ０ は 、 上 板 １ ０ ０ の 左 右 側 面 部 １ ２ ０ L、 １ ２ ０ R及 び 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 側 面 部 ２ ２ ０ L

、 ２ ２ ０ Rが 左 右 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １

３ ０ が 下 板 ２ ０ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ に 接 合 さ れ た 際 に 、 同 心 と な る よ う に 形 成 さ れ て

い る 。 上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ が 接 合 さ れ た 際 の 貫 通 孔 と し て の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 を 接 合

部 材 挿 通 用 孔 ３ ７ ０ と 称 す る 。 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ３ ７ ０ に は 、 接 合 部 材 ７ ０ が 挿 通 さ れ 、

上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ に は 、 左 右 腕 を 挿 通 す る た め の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 １ ６

０ L、 １ ６ ０ Rが 形 成 さ れ て い る 。 下 板 ２ ０ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ に は 、 左 右 腕 を 挿 通 す

る た め の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ２ ６ ０ L、 ２ ６ ０ Rが 形 成 さ れ て い る 。 上 板 １ ０ ０ の 左 右 腕 挿

通 用 開 口 部 １ ６ ０ L、 １ ６ ０ Rと 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ２ ６ ０ L、 ２ ６ ０ Rは そ れ

ぞ れ 同 径 で あ る 。 上 板 １ ０ ０ の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 １ ６ ０ L、 １ ６ ０ Rと 下 板 ２ ０ ０ の 左 右

腕 挿 通 用 開 口 部 ２ ６ ０ L、 ２ ６ ０ Rは 、 上 板 １ ０ ０ の 左 右 側 面 部 １ ２ ０ L、 １ ２ ０ R及 び 下 板

２ ０ ０ の 左 右 側 面 部 ２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ Rが 左 右 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 上

板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ が 下 板 ２ ０ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ に 接 合 さ れ た 際 に 、 同

心 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ が 接 合 さ れ た 際 の 貫 通 孔 と し て

の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 を 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ Rと 称 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

し た が っ て 上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ 及 び 下 板 ２ ０ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ に は 、

接 合 部 材 ７ ０ を 挿 通 す る た め の 複 数 （ １ ４ 個 ） の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ３ ７ ０ が 、 左 右 腕 挿 通

用 開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ Rを 囲 む よ う に 、 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

上 板 １ ０ ０ は 、 正 面 か ら み て 台 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 下 板 ２ ０ ０ は 、 正 面 か ら み て 台 形

状 に 形 成 さ れ て い る 。 上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ の 台 形 と 、 下 板 ２ ３ ０ の 上 部 接 合

領 域 ２ ３ ０ の 台 形 と は 合 同 又 は 略 合 同 と な っ て い る 。 な お 上 板 １ ０ ０ の 上 部 左 右 の 角 及 び

下 板 ２ ０ ０ の 下 部 左 右 の 角 に は 、 丸 み （ 角 R） を 付 け る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

下 板 ２ ０ ０ の 左 右 側 面 部 ２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ Rの 底 面 側 に は 、 固 定 部 材 挿 通 用 孔 ２ ８ ０ L、 ２

８ ０ Rが そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 固 定 部 材 挿 通 用 孔 ２ ８ ０ L、 ２ ８ ０ Rは 、 重 し 、 固 定 用

ロ ー ブ 等 の 固 定 部 材 を 挿 通 し て 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 設 置 面 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る

。

【 ０ ０ ４ ６ 】

（ ボ デ ィ シ ー ル ド の 組 立 て 方 法 ）

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ２ 、 図 ３ を 用 い て 図 １ の ボ デ ィ シ ー ル ド 組 立 て キ ッ ト か ら 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド

１ を 組 立 て る 手 順 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】
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図 ２ に 示 す よ う に 、 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 側 面 部 ２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ Rを 、 正 面 部 ２ １ ０ に 対 し て

左 右 側 面 と な る 方 向 に 折 り 曲 げ て 、 下 板 ２ ０ ０ を 立 設 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

つ ぎ に 上 板 １ ０ ０ の 左 右 側 面 部 １ ２ ０ L、 １ ２ ０ Rを 、 正 面 部 １ １ ０ に 対 し て 左 右 側 面 と な

る 方 向 に 折 り 曲 げ て 、 下 板 ２ ０ ０ の 上 方 に 位 置 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

つ ぎ に 、 上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ （ 図 中 の 裏 面 ） を 、 下 板 ２ ３ ０ の 上 部 接 合 領 域

２ ３ ０ （ 図 中 の 表 面 で あ り ハ ッ チ ン グ で 示 す ） に 重 ね 合 わ せ 、 上 板 １ ０ ０ の 接 合 部 材 挿 通

用 孔 １ ７ ０ と 下 板 ２ ０ ０ の 対 応 す る 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ２ ７ ０ が 同 心 と な る よ う に 、 位 置 決

め す る 。 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ３ ７ ０ （ 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ 、

２ ７ ０ ） に 接 合 部 材 ７ ０ の メ ス 部 材 ７ ２ を 挿 通 さ せ 、 メ ス 部 材 ７ ２ に オ ス 部 材 ７ １ を 嵌 め

入 れ て 、 当 該 箇 所 に て 上 板 １ ０ ０ を 下 板 ２ ０ ０ に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

図 ２ に 戻 り 、 残 り の （ １ ３ 個 の ） 接 合 部 材 ７ ０ を 、 残 り の （ １ ３ 個 の ） 接 合 部 材 挿 通 用 孔

３ ７ ０ に そ れ ぞ れ 挿 通 し て 同 様 に 各 箇 所 で 上 板 １ ０ ０ を 下 板 ２ ０ ０ に 固 定 す る 。 こ う し て

上 板 １ ０ ０ の 下 部 接 合 領 域 １ ３ ０ と 下 板 ２ ０ ０ の 上 部 接 合 領 域 ２ ３ ０ と が 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

つ ぎ に 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 板 １ ０ ０ 及 び 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ R

に そ れ ぞ れ 紙 管 ６ ０ を 介 し て 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rの 根 元 が 装 着 さ れ る 。 図 ５ の 断 面

図 に 示 す よ う に 、 紙 管 ６ ０ が 板 １ ０ ０ 及 び 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ R

に 嵌 め 入 れ ら れ 、 紙 管 ６ ０ の 外 周 に 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rの 根 元 が 装 着 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

図 ３ に 戻 り 、 上 板 １ ０ ０ の 窓 用 開 口 部 １ ５ ０ に 、 透 明 板 ５ ０ が 図 中 裏 側 よ り 貼 着 さ れ る 。

貼 着 に は 例 え ば 両 面 テ ー プ 、 面 フ ァ ス ナ ー 、 接 着 剤 等 を 用 い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

（ 組 み 立 て ら れ た ボ デ ィ シ ー ル ド ）

【 ０ ０ ５ ５ 】

こ の よ う に 組 み 立 て ら れ た ボ デ ィ シ ー ル ド １ は 安 定 的 に 自 立 す る 。 図 ４ Ｂ は 、 実 施 形 態 の

ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 断 面 図 で 、 上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ が 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 上 板 １ ０

０ が 下 板 ２ ０ ０ に 重 ね 合 わ さ れ 、 上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ が 接 合 部 材 ７ ０ に よ っ て 接 合 さ

れ た 様 子 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

す な わ ち 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド １ は 、 折 り 曲 げ ら れ た 部 材 を 重 ね て 接 合 し て 構 成 し て

い る た め 、 内 側 へ 向 か う 力 と 外 側 へ 広 が る 力 が 規 制 さ れ て い る 。 こ の た め 、 折 り 曲 げ 部 に

必 要 な 支 持 部 材 を 使 わ ず 、 自 立 構 造 を と る こ と が で き る 。 部 材 を 最 小 限 と す る こ と が で き

る と 共 に ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 形 状 保 持 性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る 。 こ の た め ボ デ ィ シ ー ル ド １

が 所 望 す る 折 り 曲 げ 角 度 に 保 持 さ れ た 状 態 で 安 定 し て 自 立 す る 。 ま た ボ デ ィ シ ー ル ド １ は

左 右 側 面 が 上 方 か ら 下 方 に 向 か う に 伴 い 末 拡 が り の 形 状 で あ り 、 こ の 形 状 が 自 立 構 造 の 安

定 に 寄 与 し て い る 。 さ ら に 図 ３ に 示 す よ う に 下 板 ２ ０ ０ の 左 右 側 面 部 ２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ Rの

底 面 側 に 形 成 さ れ た 固 定 部 材 挿 通 用 孔 ２ ８ ０ L、 ２ ８ ０ Rに 、 重 し と し て 例 え ば ペ ッ ト ボ ト

ル Ｐ を 挿 通 す る こ と で 、 よ り ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 安 定 的 に 設 置 面 に 固 定 設 置 さ せ る こ と が

で き る 。 ま た 固 定 部 材 挿 通 用 孔 ２ ８ ０ L、 ２ ８ ０ Rに 、 固 定 用 ロ ー プ を 挿 通 し 、 固 定 用 ロ ー

プ 両 端 に 接 続 さ れ た 杭 等 の 固 定 具 を ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 内 側 と 外 側 で 地 面 に 打 ち 込 ん で ボ

デ ィ シ ー ル ド １ を 設 置 面 に 固 定 し て も よ い 。 こ の 固 定 方 法 は ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 屋 外 で 使

用 す る 場 合 に 好 適 で あ る 。 風 等 の 悪 条 件 下 で あ っ て も ボ デ ィ シ ー ル ド １ が 安 定 的 に 地 面 に

固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 さ ら に 、 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド １ は 、 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ Rの 周 囲 が 、

上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ を 重 ね て 接 合 さ れ て い る た め 、 左 右 の 腕 が 挿 通 す る 箇 所 の 剛 性 が

高 ま り 耐 久 性 が 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】

ま た ダ ン ボ ー ル 製 で あ る た め 資 源 ゴ ミ と し て 廃 棄 で き 、 再 生 利 用 も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 孔 に 挿 通 す る だ け の 繰 り 返 し 利 用 可 能 な 接 合 部 材 ７ ０ を 用 い て い る た め 、 多 数 回 の

分 解 、 組 み 立 て を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 な お 上 板 １ ０ ０ と 下 板 ２ ０ ０ と の 接 合 に は 、

例 え ば ネ ジ 、 ボ ル ト に よ る 締 結 、 か し め 、 接 着 等 の 任 意 の 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

（ ボ デ ィ シ ー ル ド の 用 途 ）

【 ０ ０ ６ １ 】

（ 有 害 な 飛 沫 等 か ら 防 護 す る 用 途 の ボ デ ィ シ ー ル ド ）

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 ６ 、 図 ７ は 、 検 査 者 Aが 被 検 査 者 Bを 視 認 し な が ら 検 査 者 Aの 両 手 で 被 検 査 者 Bの 身 体 を

検 査 す る 場 合 に ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 用 い る 用 途 を 例 示 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ６ は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 外 側 か ら み た 斜 視 図 で 、 図 ７ は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 内 側

か ら み た 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 こ れ ら 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 内 側 の 検 査 者 Aは 、 透 明 板 ５ ０ を

介 し て 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 外 側 の 被 検 査 者 Bを 視 認 す る こ と が で き る 。 ボ デ ィ シ ー ル ド

１ の 内 側 の 検 査 者 Aは 、 白 衣 の ま ま で 、 左 右 両 手 に は 手 袋 を 装 着 す る こ と な く 、 左 右 両 腕

を ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ Rに 入 れ て 、 左 右 両 手 を 左 右 グ ロ ー

ブ ６ １ L、 ６ １ Rに 装 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 検 査 者 Aが 被 検 査 者 Bを 視 認 し な が ら 検 査 者 Aの 両 手 で 被 検 査 者 Bの 身 体 を 検 査 す る 。 こ の

際 に 検 査 者 A、 被 検 査 者 Bの 一 方 か ら 有 害 な 飛 沫 等 が 生 じ た と し て も ボ デ ィ シ ー ル ド １ に よ

っ て 阻 ま れ て 検 査 者 A、 被 検 査 者 Bの 他 方 に 飛 来 し て 付 着 等 す る こ と が 防 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

本 実 施 例 に よ れ ば 、 検 査 用 の 防 護 服 に 代 わ っ て 、 白 衣 の ま ま で 安 全 な 検 査 を 可 能 と す る 防

護 シ ー ル ド と し て ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 防 護 服 の 供 給 不 足

や 、 防 護 服 の 着 脱 や 管 理 が 面 倒 で あ る な ど の 問 題 が 解 決 さ れ 、 PCR検 査 等 の 効 率 を 高 め る

こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 被 検 査 者 Bが 別 の 者 に 代 わ る 毎 に 、 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rを 含 め て ボ デ ィ シ

ー ル ド １ を 消 毒 剤 に て 消 毒 す る 。 ボ デ ィ シ ー ル ド １ は 、 撥 水 性 の 高 い 強 化 ダ ン ボ ー ル 製 で

あ る た め 、 消 毒 液 で 消 毒 可 能 で あ り 、 耐 久 性 が あ り 、 有 害 な 飛 沫 等 か ら 防 護 す る 用 途 の ボ

デ ィ シ ー ル ド に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 な お 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rを １ 回 の 検 査 毎 に 使 い 捨 て と し て 、 被 検 査 者 Bが 別 の 者

に 代 わ る 毎 に 、 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rを 新 品 に 交 換 す る 実 施 も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 ま た 図 ６ 、 ７ で は 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 内 側 に 検 査 者 Aに 配 置 さ せ 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １

の 外 側 に 被 検 査 者 Bを 配 置 さ せ て い る が 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 内 側 に 被 検 査 者 Bを 配 置 さ せ

、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 外 側 に 検 査 者 Aを 配 置 さ せ る 用 途 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、

ボ デ ィ シ ー ル ド １ の 内 側 に 、 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rの 先 端 を 出 す よ う に 左 右 腕 挿 通 用

開 口 部 ６ ０ L、 ６ ０ Rに 左 右 グ ロ ー ブ ６ １ L、 ６ １ Rの 根 元 を 装 着 す れ ば よ い 。 ま た 検 査 者 A

が 椅 子 に 着 座 し な が ら 検 査 す る 用 途 に も 適 用 可 能 で あ る 。 左 右 腕 挿 通 用 開 口 部 ６ ０ L、 ６

０ Rは 、 腕 の 直 径 と 比 較 し て 大 き な 直 径 （ ２ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 ） を 有 し て い る の で 、 検 査 者 Aが

立 っ て い る 場 合 、 着 座 し て い る 場 合 い ず れ の 場 合 に も 対 応 す る こ と が で き る 。 ま た 検 査 時

に 腕 の 上 下 方 向 及 び 左 右 方 向 の 自 由 度 が 大 き い と い う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】
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な お 、 被 検 査 対 象 が 人 間 で あ る 用 途 に 限 定 さ れ る わ け で は な く 検 査 者 Aが 有 害 な 物 を 扱 う

用 途 に 、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

（ ボ デ ィ シ ー ル ド の 変 形 例 ）

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 上 述 し た 実 施 形 態 の ボ デ ィ シ ー ル ド １ は 、 左 右 両 側 面 を 設 け る よ う に 構 成 し た 。 し か し

、 ボ デ ィ シ ー ル ド １ と し て は 、 左 右 側 面 の う ち い ず れ か 一 方 の 側 面 の み を 設 け る よ う に 構

成 し て も よ い 。 例 え ば 上 板 １ ０ ０ を 、 正 面 部 １ １ ０ と 左 側 面 １ ２ ０ Lの み で 構 成 し 、 下 板

２ ０ ０ を 、 正 面 部 ２ １ ０ と 左 側 面 ２ ２ ０ Lの み で 構 成 し 、 左 側 面 の み を 折 り 曲 げ て 、 左 側

面 の み が 設 け ら れ た ボ デ ィ シ ー ル ド を 組 立 て て 、 立 設 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

（ 壁 構 造 及 び 壁 構 造 の 基 本 ユ ニ ッ ト ）

【 ０ ０ ７ ４ 】

つ ぎ に 更 衣 室 、 ト イ レ 、 居 室 等 の 部 屋 の 壁 、 仕 切 り 壁 の 構 造 及 び そ の 基 本 ユ ニ ッ ト の 実 施

の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 上 述 し た ボ デ ィ シ ー ル ド の 実 施 形 態 と 同

様 の 構 成 要 素 に は 同 様 の 符 号 を 付 与 し て 適 宜 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

（ 基 本 ユ ニ ッ ト ）

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 ８ 、 図 ９ 、 図 １ ０ は 、 実 施 形 態 の 壁 構 造 を 組 立 て る た め に 用 い ら れ る 壁 構 造 の 基 本 ユ

ニ ッ ト の 構 成 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 ８ は 、 Aタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 示 す 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aは 、 ダ ン ボ ー ル 製 で 平 板 状 に 構 成 さ れ て い る 。 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A

の 材 料 と し て は 強 度 が 高 い 強 化 ダ ン ボ ー ル を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０

Aは 、 大 き く は 、 正 面 部 ４ １ ０ と 側 面 部 ４ ２ ０ Lと か ら 構 成 さ れ て い る 。 正 面 部 ４ １ ０ の 左

右 端 部 は そ れ ぞ れ 、 正 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ １ ０ L、 ４ １ ０ Rを 構 成 す る 。 正 面 部 接 合 可 能 領

域 ４ １ ０ L、 ４ １ ０ Rに は そ れ ぞ れ 、 接 合 部 材 ７ ０ を 挿 通 す る た め の 複 数 の （ 例 え ば ６ 個 の

） 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ４ ７ ０ が 左 右 対 称 に 同 じ 配 置 で 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

側 面 部 ４ ２ ０ Lは 、 正 面 部 ４ １ ０ に 対 し て 側 面 と な る 方 向 （ 図 中 下 側 ： こ れ を 内 側 方 向 と

い う ） に 折 り 曲 げ が 可 能 で あ る 。 側 面 部 ４ ２ ０ Lを 、 正 面 部 ４ １ ０ に 対 し て 容 易 に 折 り 曲

げ る こ と が で き る よ う に 、 断 面 が V字 に カ ッ ト さ れ た 切 込 み が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

側 面 部 ４ ２ ０ Lは 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Lを 構 成 す る 。 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Lに

は 、 複 数 の （ 例 え ば ６ 個 の ） 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ４ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aは 、 全 面 が 遮 蔽 さ れ た 壁 と し て も 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 一 部 分

が 開 閉 自 在 の ド ア と な る 壁 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。 壁 に ド ア を 設 け る 場 合 に は 、

例 え ば 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 正 面 部 ４ １ ０ に 、 片 開 き ド ア DRの 形 状 に 沿 っ た 切 込 み ４ １

０ Dを 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの サ イ ズ は 、 縦 Lが １ ８ ０ ０ ｍ ｍ 、 正 面 部 ４ １ ０ の 幅 Wが ９ ０ ０ ｍ ｍ

、 側 面 部 ４ ２ ０ Lの 幅 Dが ２ ０ ０ ｍ ｍ と な っ て い る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

図 ９ は 、 Bタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bを 示 す 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

図 ８ に 示 す Aタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aと 同 じ 構 成 部 分 に つ い て は 説 明 を 適 宜 省 略 し 、

異 な る 構 成 部 分 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ８ ５ 】

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bは 、 大 き く は 、 正 面 部 ４ １ ０ と 左 右 側 面 部 ４ ２ ０ L、 ４ ２ ０ Rと か ら

構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bは 、 Aタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aに 右

側 面 部 ４ ２ ０ Rが 付 加 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

側 面 部 ４ ２ ０ Rは 、 正 面 部 ４ １ ０ に 対 し て 、 側 面 部 ４ ２ ０ Lの 折 曲 げ 方 向 と 同 じ 内 側 方 向 （

図 中 下 側 ） に 折 り 曲 げ が 可 能 で あ る 。 側 面 部 ４ ２ ０ Rを 、 正 面 部 ４ １ ０ に 対 し て 容 易 に 折

り 曲 げ る こ と が で き る よ う に 、 断 面 が V字 に カ ッ ト さ れ た 切 込 み が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

側 面 部 ４ ２ ０ Rは 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Rを 構 成 す る 。 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Rに

は 、 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Lと 同 じ 配 置 で 複 数 の （ 例 え ば ６ 個 の ） 接 合 部 材 挿 通 用 孔

４ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bは 、 全 面 が 遮 蔽 さ れ た 壁 と し て も 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 一 部 分

が 開 閉 自 在 の ド ア と な る 壁 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。 壁 に ド ア を 設 け る 場 合 に は 、

例 え ば 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bの 正 面 部 ４ １ ０ に 、 片 開 き ド ア DRの 形 状 に 沿 っ た 切 込 み ４ １

０ Dを 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

図 １ ０ は 、 Cタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Cを 示 す 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

図 ９ に 示 す Bタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bと 同 じ 構 成 部 分 に つ い て は 説 明 を 適 宜 省 略 し 、

異 な る 構 成 部 分 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Cは 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bと 同 様 に 、 大 き く は 、 正 面 部 ４ １ ０ と 左 右

側 面 部 ４ ２ ０ L、 ４ ２ ０ Rと か ら 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Cは 、 Aタ イ

プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aに 右 側 面 部 ４ ２ ０ Rが 付 加 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

側 面 部 ４ ２ ０ Rは 、 正 面 部 ４ １ ０ に 対 し て 、 側 面 部 ４ ２ ０ Lの 折 曲 げ 方 向 と 反 対 側 の 外 側 方

向 （ 図 中 上 側 ） に 折 り 曲 げ が 可 能 で あ る 。 側 面 部 ４ ２ ０ Rを 、 正 面 部 ４ １ ０ に 対 し て 容 易

に 折 り 曲 げ る こ と が で き る よ う に 、 断 面 が V字 に カ ッ ト さ れ た 切 込 み が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

側 面 部 ４ ２ ０ Rは 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Rを 構 成 す る 。 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Rに

は 、 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Lと 同 じ 配 置 で 複 数 の （ 例 え ば ６ 個 の ） 接 合 部 材 挿 通 用 孔

４ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

こ の よ う に 本 実 施 形 態 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A、 ４ ０ ０ B、 ４ ０ ０ Cは 、 コ ン パ ク ト な 部 材

で 構 成 さ れ て い る た め 搬 送 が 容 易 に な る 。 ま た 壁 を 組 み 立 て る 前 の 部 材 の 備 蓄 に 場 所 を 取

ら な い と い う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

（ 壁 構 造 の コ ー ナ 部 ）

【 ０ ０ ９ ６ 】

壁 構 造 は 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A、 ４ ０ ０ B、 ４ ０ ０ Cを 、 互 い に 接 合 し て 構 成 さ れ る 。 同 じ

タ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト 同 士 を 接 合 し て も よ く 異 な る タ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト 同 士 を 接 合 し て

も よ い 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 図 １ １ は 実 施 形 態 の 壁 構 造 の コ ー ナ 部 の 構 成 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

図 １ １ は Aタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を 接 合 し て 、 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° の 壁 構 造 の コ

ー ナ 部 を 構 成 す る 例 を 示 し て い る 。 両 者 を 区 別 す る た め に 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト の 符 号 に ダ

ッ シ ュ を 付 与 し て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ９ ９ 】

一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 側 面 部 ４ ２ ０ L及 び 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の 側 面 部

４ ２ ０ L´ が そ れ ぞ れ 側 面 と な る 方 向 に ９ ０ ° の 折 曲 げ 角 度 を も っ て 折 り 曲 げ ら れ る 。 一

方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 側 面 部 ４ ２ ０ L及 び 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の 側 面 部 ４

２ ０ L´ が そ れ ぞ れ ９ ０ ° の 折 曲 げ 角 度 を も っ て 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 一 方 の 基 本 ユ ニ

ッ ト ４ ０ ０ Aの 側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ Lと 、 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の 正 面 部 接

合 可 能 領 域 ４ １ ０ L´ と が 重 な り 合 わ さ れ て 接 合 部 材 ７ ０ に よ っ て 接 合 さ れ る 。 ６ 個 全 て

の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ に 接 合 部 材 ７ ０ が 挿 通 さ れ 、 各 箇 所 で 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０

０ Aの 側 面 部 ４ ２ ０ Lが 、 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の 正 面 部 ４ １ ０ の 端 部 ４ １ ０ L´ に

固 定 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

同 様 に 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 側 面 部 ４ ２ ０ L及 び 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の

側 面 部 ４ ２ ０ L´ が そ れ ぞ れ ９ ０ ° の 折 曲 げ 角 度 を も っ て 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 一 方 の

基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 正 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ １ ０ Lと 、 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の

側 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ ２ ０ L´ と が 重 な り 合 わ さ れ て 接 合 部 材 ７ ０ に よ っ て 接 合 さ れ る 。

６ 個 全 て の 接 合 部 材 挿 通 用 孔 １ ７ ０ に 接 合 部 材 ７ ０ が 挿 通 さ れ 、 各 箇 所 で 一 方 の 基 本 ユ ニ

ッ ト ４ ０ ０ Aの 正 面 部 ４ １ ０ の 端 部 ４ １ ０ Lが 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の 側 面 部 ４ ２

０ L´ に 固 定 さ れ る 。

【 ０ １ ０ １ 】

接 合 部 材 ７ ０ に よ る 接 合 は 図 ４ で 説 明 し た の と 同 様 に し て 行 わ れ る 。 す な わ ち 図 １ ３ に 示

す よ う に 接 合 部 材 挿 通 用 孔 ４ ７ ０ に 接 合 部 材 ７ ０ の メ ス 部 材 ７ ２ を 挿 通 さ せ 、 メ ス 部 材 ７

２ に オ ス 部 材 ７ １ を 嵌 め 入 れ て 、 当 該 箇 所 に て 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 他 方 の 基 本

ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ に 固 定 す る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

図 １ １ に 戻 り 、 接 合 さ れ た 各 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A、 ４ ０ ０ A´ を 、 縦 L（ 図 ８ ） の 方 向 が

鉛 直 方 向 と な る よ う に 立 設 し て 壁 構 造 の コ ー ナ 部 が 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 一 方 の 基 本 ユ

ニ ッ ト ４ ０ ０ Aと 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ そ れ ぞ れ の L字 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 各 コ ー

ナ 部 分 を 重 ね 合 わ せ て 接 合 す る こ と で 壁 構 造 の コ ー ナ 部 が 構 成 さ れ る 。 こ の 接 合 方 法 を 以

下 で は 「 L字 重 ね 合 せ 接 合 」 と い う 。

【 ０ １ ０ ３ 】

壁 の 平 面 部 を 延 長 す る 場 合 に は 、 例 え ば 一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 正 面 部 接 合 可 能 領

域 ４ １ ０ Rに 、 別 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 正 面 部 接 合 可 能 領 域 ４ １ ０ Rを 重 ね 合 わ せ て 接

合 部 材 ７ ０ に よ っ て 接 合 す れ ば よ い 。 こ れ に よ り 壁 構 造 の 平 面 部 が 左 右 方 向 に 延 長 さ れ る

。 こ の 接 合 方 法 を 以 下 で は 「 平 面 重 ね 合 せ 接 合 」 と い う 。

【 ０ １ ０ ４ 】

図 １ １ で は 、 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° の 壁 構 造 の コ ー ナ 部 を 構 成 す る 例 を 示 し た が 、 任 意 の 折 り

曲 げ 角 度 を も っ て 任 意 の 開 き 角 度 の 壁 構 造 の コ ー ナ 部 を 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

図 １ ２ は Aタ イ プ の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を 接 合 し て 、 折 曲 げ 角 度 １ ３ ５ ° の 壁 構 造 の

コ ー ナ 部 を 構 成 す る 例 を 示 し て い る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

一 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aの 側 面 部 ４ ２ ０ L及 び 他 方 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A´ の 側 面 部

４ ２ ０ L´ が そ れ ぞ れ １ ３ ５ ° の 折 曲 げ 角 度 を も っ て 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 同 様 に L字 重

合 せ 接 合 を 行 え ば よ い 。

【 ０ １ ０ ７ 】

こ の よ う に 組 み 立 て ら れ た 壁 構 造 は 安 定 的 に 自 立 す る 。 部 材 を 最 小 限 と す る こ と が で き る

と 共 に 壁 構 造 の 形 状 保 持 性 が 飛 躍 的 に 向 上 す る 。 こ の た め 壁 構 造 の コ ー ナ 部 が 所 望 す る 折

り 曲 げ 角 度 （ 開 き 角 度 ） に 保 持 さ れ た 状 態 で 安 定 し て 自 立 す る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

（ 小 部 屋 ）
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【 ０ １ ０ ９ 】

　 図 １ ４ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 用 い て 組 み 立 て ら れ た 小 部 屋 ２ を 示 す 。

【 ０ １ １ ０ 】

小 部 屋 ２ は 、 奥 行 き W１ 方 向 、 横 幅 W２ 方 向 の 各 辺 の 壁 が ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aか ら

な り 、 合 計 ８ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 互 い に 接 合 し て 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ １ １ １ 】

壁 構 造 の 各 コ ー ナ 部 は 、 ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を 、 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° を も っ て L

字 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。 各 辺 の 壁 は 、 ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を

、 平 面 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ １ ２ 】

例 え ば １ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aに 、 片 開 き ド ア DRの 形 状 の 切 込 み ４ １ ０ Dが 形 成 さ れ た

も の を 用 い て 、 そ の 片 開 き ド ア DRを 小 部 屋 ２ の 出 入 り 口 と す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

小 部 屋 ２ の サ イ ズ は 、 奥 行 き W１ が １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 横 幅 W２ が １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Lが １ ８

０ ０ ｍ ｍ と な る 。 出 入 り 口 幅 W Dは ５ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。

【 ０ １ １ ４ 】

本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 災 害 時 の 一 時 避 難 場 所 で あ る 体 育 館 内 等 に 、 最 小 限 の 部 材 を 用 い て

安 定 し た 構 造 の 小 部 屋 を 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ １ １ ５ 】

（ ト イ レ ）

【 ０ １ １ ６ 】

図 １ ５ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A、 ４ ０ ０ Bを 用 い て 組 み 立 て ら れ た ト イ レ ３ を 示 す 。

【 ０ １ １ ７ 】

ト イ レ ３ は 、 奥 行 き W１ 方 向 の 短 辺 側 の 壁 が １ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bか ら な り 横 幅 W２

方 向 の 長 辺 側 の 壁 が ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aか ら な り 、 ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bと

４ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 互 い に 接 合 し て 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ １ １ ８ 】

壁 構 造 の 各 コ ー ナ 部 は 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bそ れ ぞ れ を 、 折 曲 げ

角 度 ９ ０ ° を も っ て L字 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。 横 幅 W２ 方 向 長 辺 側 の 壁 は 、

２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を 、 平 面 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ １ ９ 】

例 え ば １ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bに 、 片 開 き ド ア DRの 形 状 の 切 込 み ４ １ ０ Dが 形 成 さ れ た

も の を 用 い て 、 そ の 片 開 き ド ア DRを ト イ レ ３ の 出 入 り 口 と す る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

ト イ レ ３ の サ イ ズ は 、 奥 行 き W１ が ９ ０ ０ ｍ ｍ 、 横 幅 W２ が １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Lが １ ８ ０

０ ｍ ｍ と な る 。 出 入 り 口 幅 W Dは ５ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。

【 ０ １ ２ １ 】

本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 災 害 時 の 一 時 避 難 場 所 で あ る 体 育 館 内 等 に 、 最 小 限 の 部 材 を 用 い て

安 定 し た 構 造 の ト イ レ を 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

（ 更 衣 室 ）

【 ０ １ ２ ３ 】

図 １ ６ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bを 用 い て 組 み 立 て ら れ た 更 衣 室 ４ を 示 す 。

【 ０ １ ２ ４ 】

更 衣 室 ４ は 、 奥 行 き W１ 方 向 、 横 幅 W２ 方 向 の 各 辺 の 壁 が １ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bか ら

な り 、 合 計 ４ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bを 互 い に 接 合 し て 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

壁 構 造 の 各 コ ー ナ 部 は 、 ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ B同 士 を 、 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° を も っ て L

字 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

10

20

30

40

50



(15) JP  2022-1700  A   2022.1.6

例 え ば １ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Bに 、 片 開 き ド ア DRの 形 状 の 切 込 み ４ １ ０ Dが 形 成 さ れ た

も の を 用 い て 、 そ の 片 開 き ド ア DRを 更 衣 室 ４ の 出 入 り 口 と す る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

更 衣 室 ４ の サ イ ズ は 、 奥 行 き W１ が ９ ０ ０ ｍ ｍ 、 横 幅 W２ が ９ ０ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Lが １ ８ ０ ０

ｍ ｍ と な る 。 出 入 り 口 幅 W Dは ５ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 災 害 時 の 一 時 避 難 場 所 で あ る 体 育 館 内 等 に 、 最 小 限 の 部 材 を 用 い て

安 定 し た 構 造 の 更 衣 室 を 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

（ 仕 切 り 壁 ）

【 ０ １ ３ ０ 】

図 １ ７ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 用 い て 組 み 立 て ら れ た 仕 切 り 壁 ５ を 示 す 。

【 ０ １ ３ １ 】

仕 切 り 壁 ５ は 、 奥 行 き W３ 方 向 、 横 幅 W４ 方 向 の 各 辺 の 壁 が ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aか

ら な り 、 合 計 ６ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Aを 互 い に 接 合 し て 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

壁 構 造 の 各 コ ー ナ 部 は 、 ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を 、 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° を も っ て L

字 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。 奥 行 き W３ 方 向 、 横 幅 W４ 方 向 の 壁 は 、 ２ 枚 の 基 本

ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ A同 士 を 、 平 面 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

仕 切 り 壁 ５ で 仕 切 ら れ た ス ペ ー ス SA、 SBの サ イ ズ は 、 奥 行 き W３ が １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 横 幅 W４

が １ ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Lが １ ８ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

図 １ ８ は 、 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Cを 用 い て 組 み 立 て ら れ た 仕 切 り 壁 ６ を 示 す 。

【 ０ １ ３ ５ 】

仕 切 り 壁 ６ は 、 奥 行 き W３ 方 向 、 横 幅 W４ 方 向 の 各 辺 の 壁 が １ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Cか

ら な り 、 合 計 ４ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ Cを 互 い に 接 合 し て 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

壁 構 造 の 各 コ ー ナ 部 は 、 ２ 枚 の 基 本 ユ ニ ッ ト ４ ０ ０ C同 士 を 、 折 曲 げ 角 度 ９ ０ ° を も っ て L

字 重 ね 合 せ 接 合 す る こ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

仕 切 り 壁 ６ で 仕 切 ら れ た ス ペ ー ス SCの サ イ ズ は 、 奥 行 き W３ が ９ ０ ０ ｍ ｍ 、 横 幅 W４ が ９ ０

０ ｍ ｍ 、 高 さ Lが １ ８ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 災 害 時 の 一 時 避 難 場 所 で あ る 体 育 館 内 等 に 、 最 小 限 の 部 材 を 用 い て

安 定 し た 構 造 の 仕 切 り 壁 を 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ３ ９ 】

１ 　 ボ デ ィ シ ー ル ド

１ ０ ０ 　 上 板

２ ０ ０ 　 下 板

１ １ ０ 、 ２ １ ０ 　 正 面 部

１ ２ ０ L、 １ ２ ０ R、 ２ ２ ０ L、 ２ ２ ０ R　 左 右 側 面 部

１ ３ ０ 　 上 部 接 合 領 域

２ ３ ０ 　 下 部 接 合 領 域

２ 　 小 部 屋

３ 　 ト イ レ

４ 　 更 衣 室

５ 、 ６ 　 仕 切 り 壁

４ ０ ０ A、 ４ ０ ０ B、 ４ ０ ０ C　 基 本 ユ ニ ッ ト
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４ １ ０ 　 正 面 部

４ １ ０ L、 ４ １ ０ R　 正 面 部 接 合 領 域

４ ２ ０ L、 ４ ２ ０ R　 側 面 部 （ 側 面 部 接 合 領 域 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】


